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（ 夏 休 み 号 ）

「早寝早起き」「規則正しい食事」「朝の １日
排便」など、基本的な生活習慣を身につけ
ることが学習習慣の定着にかかせません。
どんなに小さなことでも、できたことを

ほめてもらうことで、自信がつき、与えら
れた課題や目標に積極的に取り組めるよう
になります。

【学習の特徴】
がく しゆう とく ちよう

・４５分間の授業の中で、「読み・書き・計算」などの基礎的・基本的な内容を学
習します。その中では、繰り返し練習することで力がつく学習内容がたくさん
あります。

・「正しい姿勢で座る」「鉛筆を正しく持つ」「明日の授業の準備を自分でする」「身
の回りの整理整頓をする」ことが、学習の基本になります。

・生活と結びついた学習が多く、具体物（ブロック・おはじきなど）を使ったり、
実際に体験したりする学習が中心となります。

【家庭での援助】

・お子さんが、がんばったことをほめてあげて下さい。

・まずは、毎日宿題を最後までやりきる習慣をつけさせて下さい。

・学習する場所を決めて、机の上をきれいに片づける習慣をつけさせて下さい。

・テレビを見ながらやお菓子を食べながらなどの「ながら学習」をしないで、
集中して学習させて下さい。

・毎日同じ時刻に学習を始めるように声かけをお願いします。（すぐに学習に取り
組むことができなくても、同じ時刻に決められた場所に座ることが大切です。）
時間がある時は、近くにいて学習をみてあげて下さい。

・連絡帳や学校からのお便り、学校で学習したプリントなどを一緒に確かめるこ
とも大切です。文字や数字が正しく丁寧に書けているかを見てあげて下さい。

・一緒に買い物をしたり、時計を読んだりしながら、
子どもの生活経験を増やしてあげて下さい。

小学校の学習は、社会人として将来自立するための基礎となるものです。
特に、「読むこと」「書くこと」「計算すること」は、生活する上で欠かす
ことのできないものです。
学校では、「一人ひとりの子どもへのきめ細かい指導」を行い、スラスラ

タイムや朝読書などを通して基礎学力を高める取組を行っていますが、
ご家庭と協力することにより、子どもたちの力は、さらに高まり定着して
いきます。
この手引きをよく読んでいただき、家庭学習の習慣化に

向けて、ご協力をお願いいたします。

【家庭学習の内容】
かていがくしゅう ないよう

☆ 家庭学習 とは、 宿題 はもちろん、 読書や 自 ら進んで 行 う 学習 も含みます。
かていがくしゅう しゅくだい どくしょ みずか すす おこな がくしゅう ふく

国語 ・音読・ 漢字練習 ・視写・日記など
こくご おんどく かんじれんしゅう ししゃ にっき

算数 ・ 計算練習 ・ 百 マス計算・ 文章問題
さんすう けいさんれんしゅう ひゃく けいさん ぶんしょうもんだい

・テストで間違えた問題をもう一度ノートに写して解いてみる。
まちが もんだい いちど うつ と

☆市販のドリルや 問題集 なども活用してみましょう。
しはん もんだいしゅう かつよう

【各学年で身につけたい力】
かくがくねん み ちから

習慣づけの1年生 習慣 が 定着 しはじめる2年生
しゅうかん ねんせい しゅうかん ていちゃく ねんせい

①ひらがな、かたかなが読めて書ける ①２年生で習う漢字１６０字が読
よ か ねんせい なら かんじ じ よ

ようになる。
めて書けるようになる。

か

②助詞（「お」と「を」、「わ」と「は」、
じょし

②教科書がすらすら読める。
きょうかしょ よ

「え」と「へ」）を正しく使い分け
ただ つか わ

③ 順序 よく 話 をすることができ
じゅんじょ はなし

て、 文章 が書ける。 る。
ぶんしょう か

③つまる音 (っ)、長い音（おにいさんなど） ④九九がすらすら言える。
おと なが おと くく い

ねじれた音（ひゃくえんなど）が正しく ⑤たし算・ひき算の筆算ができる。
おと ただ ざん ざん ひっさん

書ける。 ⑥決められた長さの 直線 を正しく
か き なが ちょくせん ただ

④１年生で習う漢字８０字が読めて 引ける。
ねんせい なら かんじ じ よ ひ

書けるようになる。 ⑦会話文を入れ、 順序 を 表 す言葉
か かいわぶん い じゅんじょ あらわ ことば

⑤鉛筆を正しく持って字が書ける。 を使って、作文や日記が書ける。
えんぴつ ただ も じ か つか さくぶん にっき か

⑥たし算・ひき算ができる。
ざん ざん


